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の初期結果

 

Current status of the new multi-frequency millimeter-wave

spectrometer installed at Showa Station and initial results of multi-line

observations
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　極域において、太陽活動に伴って降り込んだに高エネルギー粒子により窒素酸化物が生成され、その窒素酸

化物が触媒的にオゾンを破壊することが指摘されている。我々は２０１２年より、高エネルギー粒子の降り込

みが大気組成に与える影響を観測的に明らかにするため、昭和基地上空の中間圏および下部熱圏の一酸化窒素

およびオゾンのミリ波分光モニタリングを行ってきた。化学的・力学的に関連した複数の分子種を同時に併行

して観測し比較を行うことで、大気分子の時間変化の要因を理解する上で有益な情報を得ることができる。し

かしながら、一度に観測できる周波数帯域の制限から、両方の分子の線スペクトルを同時にカバーすることが

できないため、受信周波数を切り替えて一酸化窒素とオゾンを交互に観測せざるを得なかった。このような状

況を打破するために、我々は導波管型周波数マルチプレクサを用いた多周波観測のための新しい観測システム

を開発した（Nakajima et al. 2020）。 

 

　今回、第61次南極地域観測隊で新しい多周波同時受信システムを昭和基地で組み上げ、概ね230GHzから

250GHzの間でNO、O3、CO、HO2のスペクトルラインの同時観測が可能となり2020年11月から定常観測を

開始した。この観測システムは準光学近似法（Gonzalez, 2016）を用いて新たに設計した周波数無依存光学系

で電波を集光し、冷却電力が0.3Wの省電力小型冷凍機(Ulvac UR4K03)を用いて冷却された２個の超伝導ミク

サにより２つの周波数帯域の信号を分離し最終段のFFTプロセッサの２GHzの帯域内に再合成することで複数

周波数の同時観測を可能にした。 

 

　発表では、この観測システムの構成に関する詳細な説明と実機の特性と問題点・課題について整理し、11月

以降に取得した観測データの初期解析結果について報告する予定である。 
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